
様式３           概要報告書 

 

注） 上記の報告書は、助成対象団体が作成した報告書です。（公財）日工組社会安全財団では、
記載された事業の内容等に関するお問合せには対応できませんのでご了承ください。 

事業種別 広域安全事業 

団 体 名 条件反射制御法研究会 

事 業 名 社会復帰施設における条件反射制御法維持ステージの取り組み 

 CRCT;条件反射制御法は、繰り返す薬物乱用、万引き、性犯罪、ギャンブル等の問題の

治療に実践されています。 

 本事業では、医療機関において CRCT の治療ステージを終え、回復支援施設等で維持作

業を続けることを支援するための研修を開催しました。 

・第１回 平成２６年７月１１日 下総精神医療センター（千葉県千葉市）にて開催。 

１１施設、１５名が参加。 

・第２回 平成２６年８月９日 とかちプラザ（北海道帯広市）にて開催。８施設、１

８名が参加。 

・第３回 平成２６年９月１３日 大阪府立男女共同参画・青少年センター(ドーンセン

ター)（大阪府大阪市）にて開催。７施設、１０名参加。 

・第４回 平成２７年１月９日 日比谷図書文化会館（東京都千代田区）にて開催。２

５施設、４５名参加。 

 研修開催の成果として、CRCT の技法の理解が広まったとともに、薬物乱用、盗癖、性

犯罪などの反復事犯者の再犯防止に取り組むネットワーク作りにもなりました。 

 維持ステージに入った対象者を引き受ける回復支援施設が増えたとともに、CRCT の本

法の取り組みを開始した施設（帯広少年院など）も出ました。 

 CRCT が各施設で続けやすいように、維持ステージ作業表を組み込んだ手帳（写真）を

作成し、参加施設に配布いたしました。 


